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１．環境経営方針 

環 境 経 営 方 針 

基本理念 

この美しい地球の自然を守り、次世代に引き継ぐためには森林資源の確保は必 

 要不可欠です。資源循環型社会を進めている古紙リサイクル業界において株式会 

 社工藤商店では、古紙の仕入れ回収、選別、圧縮、梱包、輸送においての事業活 

 動を通じて、常に環境負荷の低減化を考え行動し、いつも元気で歩み続けます。 

 

 

環境行動 

 １．エコアクション２１に基づく環境経営システムに取り組んでいき、環境関連の法令、

条例等を厳守（コンプライアンス）するとともに、地域・業界・顧客からの環境関連

等の要求事項に配慮し、環境経営活動の持続的な改善を進め、その内容を広く

一般へ公表します。

 ２．環境経営目標及び行動計画として下記の項目を重点に設定し、必要に応じて

見直し、環境経営方針に整合した行動を行って行きます。

       １） 古紙リサイクルの推進するために廃棄物を徹底的に分別するとともに、

廃棄物排出量の削減を推進する。 

  ２） 二酸化炭素排出量軽減のために電力及び燃料使用量の削減等の省 

    エネルギー化を推進する。 

     ３） 総排水量の削減のために適正な上水使用を推進する。 

     ４） リサイクル向上のためにグリーン購入を積極的に推進する。 

  ３．古紙リサイクルを通じ、資源循環型社会への状況を内外に報告する。 

  ４．株式会社工藤商店、全職員にこの環境経営方針を周知し、持続的改善をす

る。 

 

                                                                   

  ２００７年９月１日 策定 

２０１０年２月１日 改定 

２０２０年４月３日 改定 

 

株式会社 工藤商店 

代表取締役社長 工藤裕樹 



                 

                             

２．組織の概要等 

 

１）組織の概要 

①事業所名および代表者名 

 株式会社 工藤商店        代表取締役社長 工藤 裕樹 

 

②所在地 

■ 本社        〒174-0063 東京都板橋区前野町４－４０－１８ 

 ■ 高島平営業所  〒175-0082 東京都板橋区高島平６－２－６ 

 

③環境管理責任者指名・担当者連絡先 

  環境管理責任者  取締役  島田 秀彦 

連絡先 電話０３（３９６５）５１０１    FAX０３（３９６５）５１０５ 

        メールアドレス hidehiko@kudogroup.co.jp 

     担当者     取締役  島田 秀彦 

      連絡先 電話０３（３９６５）５１０１    FAX０３（３９６５）５１０５ 

         メールアドレス hidehiko@kudogroup.co.jp 

 

④法人設立年月日 

 昭和３４年１２月 

 

⑤資本金・売上高 

 資本金：１６００万円     売上高：３１，８００万円 

 

⑥組織図 

 

 

 

⑦事業活動の概要 

  本      社； 管理・営業 

  高島平営業所； 古紙回収・加工（圧縮・梱包）・出荷・販売業務 

             産業廃棄物収集運搬業務 

 

 

2）許可・登録の内容 

本社 高島平（営）



                 

                             

 ①東京都産業廃棄物収集運搬業 

  許可番号；第１３－００－０３５０８８号 

  許可年月日；令和２年１２月８日 

  許可の有効年月日；令和７年１２月７日 

  業の区分；収集運搬（積替え保管を除く） 

  産業廃棄物の種類；廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず 

 

 ②埼玉県産業廃棄物収集運搬業 

  許可番号；第０１１-０１-０３５０８８号 

  許可年月日；令和３年２月８日 

  許可の有効年月日；令和８年１月５日 

  業の区分；収集運搬（積替え保管を除く） 

  産業廃棄物の種類；廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず 

 

3）事業の規模・敷地等の状況 

 ①従業員数； １２名 

 

 ②事業所敷地面積；１５２０㎡、延べ床面積；５９８㎡ 

 

 ③車両 

Ａ．運搬車両の種類・台数；         １５トン車 ３台 

                          １０トン車 ２台 

８トン車 １台 

４トン車 １台 

２トン車 ２台 

                          ４トンパッカー車 ３台 

 

    B．作業車両の種類・台数；    電気フォークリフト １台 

  ＬＰＧフォークリフト ２台 

ＬＰＧクランプリフト ２台 

 

④主要設備                      ベーラー １台 

破砕機 １台 

 

 



                 

                             

４）処理工程 

    古紙回収→破砕・プレス加工→梱包→出荷 

５）処理実績（２０２２年度） 

   処理量；古紙 １８，１００トン 

(下３桁四捨五入。協同組合出版リサイクルセンター加盟企業分の２０％を含） 

   産業廃棄物の収集・運搬量；0 トン 

廃棄物処理料金：見積もりによる。 

 

６）実施体制 

エコアクション 21 の実施に伴う環境管理体制及びその役割は以下の通りで 

す。 

環 境 管 理 体 制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）認証・登録範囲 

対象組織 全社組織を対象とする。 

 対象業務 本社；       管理・営業業務。 

高島平営業所；古紙回収・加工（圧縮・梱包）・出荷・販売業務 

産業廃棄物収集運搬業務 

＜代表者 工藤 裕樹＞ 

環境経営方針の見直し 

環境管理責任者の任命 

課題とチャンスの明確化 

実施体制の構築 

代表者による全体評価と見直し・指示 

 

＜環境管理責任者 島田 秀彦＞ 

環境経営システム全体の構築・運用・責任 

環境担当者・事務局任命、環境会議の開催 

代表者への報告管理の全事項 

＜事務局 工藤 嗣人＞ 

環境管理責任者補佐 

＜高島平（営）環境担当 峯岸 大木＞ 

部門員への指示・伝達 

部門内の報告・提案まとめ 

 

＜本社 環境担当 島田 阿部＞ 

部門員への指示・伝達 

部門内の報告・提案まとめ



                 

                             

３．環境経営目標 短期／２０２２ 年度 及び中長期（２１～２３年度）

（１）廃棄物排出量の削減

                 ２０２１年度   基準年比  ０．１％減 

            ２０２２年度     〃    ０．２％減 

              ２０２３年度     〃    ０．３％減 

              

 

（２）二酸化炭素排出量の削減 

 

①  電力使用量の削減     ２０２１年度   基準年比  ０．１％減 

            ２０２２年度     〃    ０．２％減 

              ２０２３年度     〃    ０．３％減 

              

 

② 化石燃料使用量の削減  ２０２１年度   基準年比  ０．１％減 

            ２０２２年度     〃    ０．２％減 

              ２０２３年度     〃    ０．３％減 

              

 

 

（３）水使用量の削減 

①  水使用量の削減    ２０２１年度   基準年比  ０．１％減 

            ２０２２年度     〃    ０．２％減 

              ２０２３年度     〃    ０．３％減 

                          

 

 

基準年：２０２０年度実績値とする。 

 

 

 

 



                 

                             

４．環境経営目標とその実績（評価） 

 

環境目標 基準年度 環境目標（対基準年） 実績 評価 

２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２２年  

１．廃棄物排出

量の削減 

 

100620kg 

0.1％削減 

100519kg 

0.2％削減 

100419kg 

0.3％削減 

100318kg 

67.3％削減 

32910kg 

 

◎ 

２．電力使用量

の削減 

（二酸化炭素

排出量） 

 

914231kWh 

44788 

 (kg-CO2/) 

0.1％削減 

91140kWh 

44743 

 (kg-CO2/) 

0.2％削減 

91049kWh 

44698 

 (kg-CO2/) 

0.3％削減 

90957kWh 

44654 

(kg-CO2/) 

40.1％削減 

54675kWh 

24112 

 (kg-CO2/) 

 

 

 

◎ 

３．化石燃料使

用量削減 

１）ガソリン＋

軽油＋灯油 

（二酸化炭素

排出量） 

 

40884L 

105052 

(kg-CO2/) 

0.1％削減 

40843L 

104947 

(kg-CO2/) 

0.2％削減 

40802L 

104842 

(kg-CO2/) 

0.3％削減 

40761L 

104737 

 (kg-CO2/) 

19.9％削減 

32751L 

84056 

 (kg-CO2/) 

 

 

 

◎ 

２）LPGO 

（二酸化炭

素排出量） 

 

6283kg 

18849 

 (kg-CO2/) 

0.1％削減 

6277Kg 

18830 

 (kg-CO2/) 

0.2％削減 

6270kg 

18811 

 (kg-CO2/) 

0.3％削減 

6264kg 

18792 

 (kg-CO2/) 

37.0％削減 

3961kg 

11883 

(kg-CO2/) 

 

 

 

◎ 

５．水使用量の

削減 

 

254ｍ3 

0.1％削減 

254ｍ3 

0.2％削減 

253ｍ3 

0.3％削減 

253ｍ3 

54.3％削減 

116ｍ3 

 

◎ 

６．グリーン購

入の促進 

 

６点以上

 

６点以上

 

６点以上

 

６点以上

 

６点以上
 

◎ 

排出量合

計 

 

168689 

(kg-CO2/) 

0.1％削減 

168520 

 (kg-CO2/) 

0.2％削減 

168352 

 (kg-CO2/) 

0.3％削減 

168183 

(kg-CO2/) 

28.9％削減 

120051 

(kg-CO2/) 

 

◎ 

 

◎ ０．１％以上達成     △ ０．１％未満の削減    × １％以上の増加 

購入電力の CO2排出係数  

   購入電力のＣＯ2 排出係数は、0.441ｋｇ－ＣＯ2／ｋＷｈを使用しました。 

 

 



                 

                             

  ５．環境経営計画の内容 

短期（２０２２年）の環境目標及び中長期（２０２１～２３年）の環境 

 目標に対して以下の環境活動に取組みます。 

 

  １） 廃棄物排出量の削減 

（１） 廃棄物を徹底的に分別する 

・できる限り分解し、分別を行う 

（２） 分別した廃棄物はできる限りリサイクルに取組む 

・再利用の用途を常時模索する 

（３） 使い捨て製品の使用を極力抑える 

・再利用できる製品を使用する 

 

２） 二酸化炭素排出量の削減 （電力使用の効率化を構築） 

（１）電力使用量の削減 

・不要時には必ず消灯       ・電気機器は主電源から切る 

・エアコン温度設定の見直し 

 （２）化石燃料使用量の削減 

・アイドリングストップ（待ち時間などはエンジンを切る） 

・エコドライブの徹底（急発進、急加速、空ぶかしなどをしない） 

・車両の定期点検（エンジンオイルなどは定期的に交換する） 

・計画的な行動による運転時間の縮小（無駄な走行を防ぐ） 

 

３） 水使用量の削減 （水道効率の構築） 

（１）水使用量の削減 

・使い終わったら蛇口を閉める   ・使用時もこまめに蛇口を閉める 

・水道の定期点検 

４） グリーン購入の推進 

（１）事務用品を中心に資源再生製品の使用に勤める。 

           

 

 

 

 

 

 



                 

                             

６．環境経営と取組結果の評価 

 

環境目標 取り組み項目 評価 

１）廃棄物排出量の削減   

１．廃棄物を徹底的に分別する ◎ 開梱作業を進めてい

る 

２．回収廃棄物はできる限りリサイク

ルに取り組む 

◎ リサイクルできるも

のを常に模索 

３．使い捨て製品の使用を極力抑

える 

◎ 会社で推奨している 

２)２）二酸化炭素排出量の削減   

（１）電力使用量削減 

 （電力の効率化） 

１．不要時には必ず消灯 ◎ 人感センサーも駆使

している 

２．電気機器は主電源から切る ◎ 退社時に行う 

３．エアコンの設定温度の適正 ◎ 基本的には２８℃に

設定 

４．不要時のプレス機電源を切る ◎自動にも切れが、長期

に不要な時は鍵も抜く 

（２）化石燃料使用量削減 １．アイドリングストップ ◎ ストップ機能のある

トラックを導入 

２．エコドライブの徹底 ◎ 日々確認 

３．車両の定期点検（週一回） ◎ 担当が行っている 

４．計画的な運行、運転時間の短

縮 

◎ ネットを駆使し、事

前準備を行っている 

３）水使用量の削減   

（３）水使用量の削

減 

（水道の効率化） 

１．使い終わったら蛇口を閉める ◎ こまめに閉める 

２．使用時もこまめに蛇口を閉める ◎ 暑さ対策は、冷凍庫

を購入し対策済 

３．水道の定期点検（月一回） ◎ 定期的に点検してい

る 

４）グリーン購入の推進  

 １．グリーン商品の購入 ◎ 日々、購入している 

  

 



                 

                             

７．次年度の取組内容 

 

環境目標 取り組み項目 

１）廃棄物排出量の削減３ １．廃棄物を徹底的に分別する 

２．回収廃棄物はできる限りリサイクル

に取り組む 

３．使い捨て製品の使用を極力抑える 
２)２）二酸化炭素排出量の削減  

（１）電力使用量削減 

 （電力の効率化） 

１．不要時には必ず消灯 

２．電気機器は主電源から切る 

３．エアコンの設定温度の適正 

４．不要時のプレス機電源を切る 

（２）化石燃料使用量削減 １．アイドリングストップ 

２．エコドライブの徹底 

３．車両の定期点検（週一回） 

４．計画的な運行、運転時間の短縮 

３）水使用量の削減  
（３）水使用量の削減 

（水道の効率化） 
１．使い終わったら蛇口を閉める 

２．使用時もこまめに蛇口を閉める 

３．水道の定期点検（月一回） 

４）グリーン購入の推進  

 １．グリーン商品の購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 

                             

８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

  環境関連法規への違反、訴訟はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘

は過去３年間ありません。 

 

 

９．代表者による全体評価と見直しの結果 

実施日：2023 年 5 月 11 日 

 

評価・見直し結果の報告と指示の概要： 

 

内容は、昨年同様エコアクションについて遂行していると思います。 

 

① 光熱費の高騰もあり電気機器の不要時の節電をする。 

② 秩父（営）の近隣農家さんからの規格外の野菜を購入し社内販売をしている。地元へ

の貢献と食品ロスを減らし社内の福利厚生にもなっている。そんな社会貢献の輪が

更に広がり売上げた金額は一般社団法人 TTE 避難民支援協会を通して日本へ避

難しているウクライナ人を救う為に寄付をしている。 

③ 当社の封筒類をクローズドループリサイクルの一環で当社から排出した古紙100％で

作った封筒を購入し使用する方向でいる。 

 

 

 

以上 


